
早稲田大学航空部所属

ピラタス式Ｂ４‐ＰＣ１１ＡＦ型ＪＡ２２０２

に関する航空事故報告書

昭和５４年２月１５日

航空事故調査委員会議決（空委第１０号）

委員長　岡田實

委員　山口真弘

委員　諏訪勝義

委員　上山忠夫

委員　八田桂三

１　航空事故調査の経過

１．１　航空事故の概要

早稲田大学航空部所属ピラタス式Ｂ４‐ＰＣ１１ＡＦ型（単座）ＪＡ２２０２は、昭和５３ 

年１１月４日１１時２５分ごろ、群馬県太田市の旧飛行場跡の平地（以下「大泉滑空場」とい 

う。）からウインチえい航により上昇中、高度約１０メートルでえい航索がたるみ、同滑空場 

にハードランディングして機体は中破した。

本事故による人員の死傷はなかった。

１．２　航空事故調査の概要

昭和５３年１１月５日　現場調査

１．３　原因関係者からの意見聴取

昭和５４年２月７日　意見聴取



２　認定した事実

２．１　飛行の経過

事故当日、早稲田大学航空部は、大泉滑空場において滑空機３機を使用して滑空訓練を行っ 

ていた。

ＪＡ２２０２は、操縦練習生（以下「機長」という。）がとう乗し、当日の第２７回目のウ 

インチえい航により北西方向に離陸した。

同機が高度約５メートルに到達したとき、ウィンチえい航係は、滑空場中央付近のやや突出 

している樹木の影から草刈のトラクターが突如として出てきたので、反射的にウィンチのパワ 

ーを停止させた。

同機は、約１０メートルまで上昇しえい航索から離脱した後、ほぼ水平姿勢に近い姿勢のま

ま沈下して主車輪から接地した。接地後、同機は約１０メートル地上を滑走して左翼を接地し、 

機首を左に約４５度振って停止した。

２．２　人の死亡、行方不明及び負傷

死傷
とう乗者

乗組員　その他
その他

死亡　０　―　０

重傷　０　―　０

軽傷　０　―　０

なし　１　―

２．３　航空機の損壊の程度

中破

２．４　航空機以外の物件の損壊

なし



２．５　乗組員に関する情報

機長　昭和２９年４月２８日生

操縦練習許可書　調第３４号

有効期限　昭和５４年４月２５日

単独飛行の技能に関する教官の証明

昭和５２年３月２６日　三田式３型

昭和５３年２月１７日　ピラタス式Ｂ４‐ＰＣ１１ＡＦ型

総飛行回数（時間）　１９１回（２７時間４８分）

うちピラタス式Ｂ４‐ＰＣ１１ＡＦ型　１８回（３時間４０分）

最近３０日間の飛行回数　１５回（３時間１７分）

単独飛行回数（時間）　７４回（１４時間３２分）

操縦教員（地上監督）　昭和２９年８月５日生

自家用操縦士技能証明書　第６３９０号

昭和５０年６月４日取得

操縦教育証明　第４４５号

昭和５２年４月５日取得

第３種航空身体検査証明書　第３１６５１９３０号

有効期限　昭和５４年７月２２日

総飛行回数（時間）　７４４回（１４７時間１０分）

２．６　航空機に関する情報

型式　ピラタス式Ｂ４‐ＰＣ１１ＡＦ型

製造年月日　昭和５１年８月２４日

製造番号　第２２４号

耐空証明書番号　第５２‐２２‐５号

有効期限　昭和５３年１１月２１日

総飛行回数（時間）　６７３回（１９７時間）

２．７　気象に関する情報

操縦教員の口述によると、事故当時の気象は、快晴、視程２０キロメートル、東の風約１メ 

ートル／秒であった。



２．８　航空機及びその部品の損壊に関する情報

主翼下面にしわ。脚支柱湾曲。

２．９　飛行場及び地上施設に関する情報

同大学は、旧太田大泉飛行場滑走路にほぼ平行した草地を、１０月３１日から１１月８日ま 

で借用して滑空場として使用していた。使用方向は、北西―南東であり、滑空場の長さは約

１，２００メートルであった。

３　事実を認定した理由

３．１　解析

機長は、適法な資格を有していた。

同機は、有効な耐空証明を有していた。また、同機の調査結果から、同機は事故発生時まで 

正常な状態であったものと認められる。

同機がウィンチえい航によって高度５～１０メートルに到達したとき、機長はウィンチのパ 

ワーの低下を感知したが、これは、ウィンチ係が草刈トラクターを視認したため、緊急の措置 

としてウィンチのパワーを停止したことによるものと認められる。

これに対する機長の機首下げの操作がおくれかつ不十分であったため、機体は水平姿勢とな 

ったが、速度は失速々度まで減速していたものと推定され、同機はほぼ水平姿勢のまま急激に 

沈下し接地したものと推定される。なお、この間、同機はすでにたるみを生じたえい航索に先 

行するところとなり、えい航索は自然離脱したものと推定される。

草刈トラクターが進入した地点は、滑空場中央付近に突出している樹木のため、ウィンチえ 

い航係の位置から見通しの利かない所であり、不測の事態に備えて、当時見張員を配置する等 

の措置はとられていなかったものと認められる。



４　結論

(1)　機長は、適法な資格を有していた。

(2)　ＪＡ２２０２は、有効な耐空証明を有し、事故発生時まで正常な状態にあったものと認め 

られる。

(3)　同機が高度約５メートルに到達したとき、ウィンチが停止された。

(4)　同機は、失速状態となりハードランディングしたものと推定されるが、これは、ウィンチ 

停止時における機長の機首下げの操作がおくれ、かつ不十分であったことによるものと推定 

される。

(5)　ウィンチ停止の原因となった障害物の進入に対し、滑空場の使用についての管理に不備が 

あったものと認められる。

原因

本事故は、機長がウィンチえい航により上昇中に、ウィンチが停止した際におけるその措置 

がおくれ、かつ不十分であったことによるものと推定される。

なお、ウィンチの停止は、離陸経路上に障害物の進入があったため、ウィンチ係が操作した 

ことによるものであり、滑空場の使用についての管理の不備が関与していたものと認められる。



付図事故現場見取図


